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南海トラフの想定震源域またはその周辺で
M 6. 8 以上の
地震が発生

南海トラフの想定震源域のプレート境界面で
通常とは異なる

ゆっくりすべりが発生した可能性

・警戒措置を解除した後、さらに
　１週間、地震への注意措置

地震への備えを再確認

津波からの避難が間に
合 わ な い 一 部 の 地 域
で は 引 き 続 き １ 週 間
避 難 を 継 続してくだ
さ い

地震への備えを再確認

地震への備えを再確認

地震の発生に注意しながら通常の生活を送る。
ただし、大規模地震が起きる可能性が
なくなったわけではない ことに留意

国からの呼びかけ等に
従って行動を

※

ゆ
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く
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た
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は
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れ
が
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ま
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
ま
で

発
生
後

南海トラフ地震臨時情報（調査中）

※１　想定震源域のプレート境界で M8.0 以上の地震が発生
※２　想定震源域、またはその周辺で M7.0 以上の地震が発生（ただし、プレート境界の M8.0 以上の地震を除く）
※３　住民が揺れを感じることがない、プレート境界面のゆっくりとしたずれによる地殻変動を観測した場合など

・南海トラフ地震は、これまで 90 年～ 150 年周期で繰り返し発生し、時間差で後発地震が発生したこと
   もあります。

・時間差で発生する後発地震に備え、あらかじめ避難などの対策をしておくことで助かる命があります。
・南海トラフ地震の発生可能性が通常と比べて相対的に高まったと評価された場合に、気象庁から「南海
   トラフ地震臨時情報」が発表されます。

・国や県や市などからの呼びかけ等に応じた防災対応をとりましょう。

通常の生活。ただし、
大規模地震が起きる
可能性がなくなった
わけではありません

- 地震への備え -
〇家具の固定
〇非常用持ち出し袋の準備
〇水や食料の備蓄
〇避難場所や避難経路の確認
〇住宅の耐震化
〇感震ブレーカーの設置
〇地域のハザードマップの確認
〇家族との連絡手段の確認
                                       など

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震警戒）

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震注意）

南海トラフ地震臨時情報
（調査終了）

１
週
間
〜
２
週
間

地震の発生に注意しな
がら通常の生活を送る。
ただし、大規模地震が
起きる可能性がなくな
ったわけではない こと
に留意

南海トラフ地震臨時情報（調査中）

防災対応をとる必要あり 防災対応をとる
必要なし

プレート境界の
M8.0 以上の地震（※１）

M7.0 以上の
地震（※２）

ゆっくりすべり
（※３）

地震発生後の防災対応の流れ

発生から5 分 ～30 分後

　防災まちづくり課（本庁舎5階）　　0739-26-9976

南海トラフ地震臨時情報について

あなたと市政をつなぐ情報紙あなたと市政をつなぐ情報紙

たなべたなべ 月号月号1010
Oct. 2024Oct. 2024

広報広報
No.233No.233

特集「今日がそ
大 地 震

の日だったら」
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